
ダイレクトジヤカードシステム（直織装置）の花蓮への利用技術

[要約］ダイレクトジヤカードシステム（直戯謹置）の機能を利用し、亜鍾の製避

を行うことができる。
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［背景・ねらい］

花韮の製織には、これまで紋紙（花蓮を織り出すために必要な紙）を使用していたが、

コンピュータデザインシステムを活用した直織装置による製織の可能性が考えられるよう

になってきた。このため、直織装置の機能や使用方法を明らかにして、花謹への利用技術

を確立する。

［成果の内容・特徴］

①一台の織機で異なる二つの柄を製織する場合、従来までの方法ではＡの柄を織った後、

柄板を取り外し、Ｂの柄板を織機に取り付けるため多大の労力を要していた。しかし、直

織装置では織る順序を設定（シーケンス処理）すれば、Ａ柄からＢ柄への製織が容易にで

きる。

②直織装置では「紋紙編集」の機能を使用することにより、紋紙の追加や削除が容易とな

り、柄の修正が迅速にできる｡．

［成果の活用面・留意点］

①直織装置を利用した花蓮生産に有効な技術として生産現場で活用する。

②直織装置はホコリを嫌うので、直織装置にカバーをしたり、何度も掃除を行う必要があ

る。
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（２）紋紙を追加・削除する場合

[具体的データ］

（１）異なる柄を連続して織る場合

[その他］
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図ユ紋紙を使用した方法と直織装置の比較

注 ） 一 で 囲んだ部分が省力化できる。
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